
小松島市水道事業会計予算書

令和２年度



 （ 総 則 ）

第１条  令和２年度小松島市水道事業会計の予算は，次に定めるところによる。

 （ 業務の予定量 ）

第２条  業務の予定量は，次のとおりとする。

(1) 16,170 (戸）

(2) 6,214,666 (屯）

(3) 16,980 (屯）

(4)

① 建 設 改 良 費 86,633 千円

② 配水設備改良費 462,379 千円

③ 営 業 設 備 費 13,502 千円

 （ 収益的収入及び支出 ）

第３条  収益的収入及び支出の予定額は，次のとおりと定める。

収　　入

838,060 千円

第１項 営  業  収  益 790,630 千円

第２項 営 業 外 収 益 47,425 千円

第３項 特  別  利  益 5 千円

支　　出

725,213 千円

第１項 営  業  費  用 644,060 千円

第２項 営 業 外 費 用 80,305 千円

第３項 特　別　損　失 748 千円

第４項 予　　備　　費 100 千円

第１款　 水 道 事 業 収 益

第１款　 水 道 事 業 費 用

議案第 12 号

給 水 戸 数

年 間 総 配 水 量

１日平均配水量

主な建設改良費

令和２年度小松島市水道事業会計予算
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　( 資本的収入及び支出 )

 資本的収入及び支出の予定額は，次のとおりと定める( 資本的収入額が資本的支出額に対し不足する額411,226千円は，

消費税及び地方消費税資本的収支調整額37,378千円，及び損益勘定留保資金373,848千円で補てんするものとする。）。

 資 本 的 収 入 358,867 千円

第１項 280,000 千円

第２項 57,764 千円

第３項 6,000 千円

第４項 15,103 千円

 資 本 的 支 出 770,093 千円

第１項 562,514 千円

第２項 207,579 千円

　( 企業債 )

 起債の目的,限度額,起債の方法,利率及び償還の方法は,次のとおりと定める。

限度額 起債の方法 償還の方法

280,000千円
証書借入又
は証券発行

借入先の貸付条件による。
ただし,財政上の都合により償
還年限を短縮し,若しくは繰上
償還又は低利に借り替えるこ
とができる。

第１款　

第１款　

第４条

企　業　債

補　助　金

負　担　金

加　入　金

利率

年利5％以内
（ただし,利率見直し方式で借
り入れる政府資金及び地方公
共団体金融機構資金について,
利率の見直しを行った後にお
いては,当該見直し後の利率）

第５条

収　　入

支　　出

建 設 改 良 費

企 業 債 償 還 金

起債の目的

建設改良事業
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　（ 一時借入金 ）

 一時借入金の限度額は， 100,000 千円と定める。

　（ 予定支出の各項の経費の金額の流用 ）

 消費税及び地方消費税に不足が生じた場合における営業費用及び営業外費用間の流用。

　（ 議会の議決を経なければ流用することのできない経費 ）

 次に掲げる経費については，その経費の金額を，それ以外の経費の金額に流用し，又はそれ以外の経費をその経費の金

額に流用する場合は，議会の議決を経なければならない。　

職 員 給 与 費 149,346 千円

　（ 他会計からの補助金 ）

 児童手当の補助金として一般会計からこの会計へ補助を受ける金額は，1,446千円である。

　（ たな卸資産の購入限度額 ）

 たな卸資産の購入限度額は，23,602千円と定める。　　　　

　令和2年3月3日提出

小松島市長　濱田  保徳

第６条

第８条

第９条

第７条

第１０条
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１ 業務活動によるキャッシュ・フロー （単位：円）

当年度純利益 88,280,227

減価償却費 272,861,000

貸倒引当金の増減額（△は減少） 5,600,000

長期前受金戻入額 △44,902,000

受取利息及び受取配当金 △29,000

支払利息 51,145,000

未収金の増減額（△は増加） △5,271,266

未払金の増減額（△は減少） 28,771,660

たな卸資産の増減額（△は増加） 1,651,637

退職給付引当金の増減額（△は減少） 10,912,780

賞与等引当金の増減額（△は減少） 339,025

資産減耗費 28,741,000

小計 438,100,063

利息及び配当金の受取額 29,000

利息の支払額 △51,145,000

業務活動によるキャッシュ・フロー 386,984,063

令和2年度小松島市水道事業会計予定キャッシュ・フロー計算書

（令和2年4月1日から令和3年3月31日まで）
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２ 投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △518,029,255

国庫補助金等による収入 42,317,273

投資活動によるキャッシュ・フロー △475,711,982

３ 財務活動によるキャッシュ・フロー

建設改良等企業債による収入 280,000,000

建設改良等企業債の償還による支出 △207,579,000

財務活動によるキャッシュ・フロー 72,421,000

資金増加額（又は減少額） △16,306,919

資金期首残高 350,098,364

資金期末残高 333,791,445
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報酬 給料 手当 計

( 1人 )

0 人 20 人 8,129 65,365 53,602 127,096 22,250 149,346

( 2人 )

0 人 16 人 0 71,908 55,322 127,230 24,676 151,906

(△1人 )

0 人 4 人 8,129 △6,543 △1,720 △134 △2,426 △2,560

区　分 通勤手当 時間外手当 住居手当 管理職手当 特勤手当 児童手当 退職給付費

本年度 614 1,450 1,011 2,520 300 1,495 15,574

前年度 702 1,370 870 2,244 300 1,505 15,811

比　較 △88 80 141 276 0 △10 △237

扶養手当期末勤勉手当

手
当
の
内
訳

（単位：千円）

48△1,930

2,30430,216

2,35228,286

１　総括

給　与　費　明　細　書

（単位：千円）

区　　分
職　員　数 給　与　費

法定福利費 合計
特別職 一般職

本年度

前年度

※職員数欄の（　）内は再任用短時間勤務職員について外書き

比　較

※職員数欄の一般職の人数はパートタイム会計年度任用職員も含む
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ア　会計年度任用職員以外の職員

報酬 給料 手当 計

( 1人 )

0 人 15 人 0 65,365 52,447 117,812 20,278 138,090

( 2人 )

0 人 16 人 0 71,908 55,322 127,230 24,676 151,906

( △1人 )

0 人 △1 人 0 △6,543 △2,875 △9,418 △4,398 △13,816

区　分 通勤手当 時間外手当 住居手当 管理職手当 特勤手当 児童手当 退職給付費

本年度 614 1,450 1,011 2,520 300 1,495 15,574

前年度 702 1,370 870 2,244 300 1,505 15,811

比　較 △88 80 141 276 0 △10 △237

イ　パートタイム会計年度任用職員

報酬 給料 手当 計

0 人 5 人 8,129 0 1,155 9,284 1,972 11,256

0 人 0 人 0 0 0 0 0 0

0 人 5 人 8,129 0 1,155 9,284 1,972 11,256

区　分

本年度

前年度

比　較

30,216 2,304

△3,085 48

本年度

前年度

比　較

※職員数欄の（　）内は再任用短時間勤務職員について外書き

（単位：千円）

手
当
の
内
訳

期末勤勉手当 扶養手当

27,131 2,352

（単位：千円）

区　　分
職　員　数 給　与　費

法定福利費 合計
特別職 一般職

（単位：千円）

区　　分
職　員　数 給　与　費

法定福利費 合計
特別職 一般職

本年度

前年度

比較

（単位：千円）

手
当
の
内
訳

期末勤勉手当

1,155

0

1,155
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２　給料及び手当の増減額の明細

増減額

（千円）

給料 △6,543 給与改定に伴う増減分 35 給与改定の状況

前年度給料の改定率 0.05 ％

前年度給料改定実施時期

普通昇給に伴う増加分 728 平均昇給率・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1.13 ％

昇給職員数

１月・・・・・ 13 人

その他の増減分 △7,306 異動による減

15 人

16 人

△1 人

制度改正に伴う増減分 296
期末勤勉手当の引き上げ

(4.45月→4.50月)

その他の増減分 △3,171 異動による減

（現に在職する職員数）

平成31年4月

区分 増減事由別内訳（千円） 説明 備考

職員数の異動状況

手当 △2,875

本年度

前年度

増　減
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３　給料及び手当の状況

(1)  職員1人当り給与

（円）

（円）

（歳）

（円）

（円）

（歳）

(2)  初任給

区　　分 企　業　職

令和2年1月1日現在

平 均 給 料 月 額 348,627

平 均 給 与 月 額 384,855

平 均 年 齢 47

平成31年1月1日現在

平 均 給 料 月 額 344,560

平 均 給 与 月 額 376,755

平 均 年 齢 47

　※再任用短時間勤務職員は含まない

区　　分 企 業 職（円）

大　学　卒 182,200 182,200

高　校　卒 150,600 150,600

一般会計の制度

  一 般 職（円）
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(3)  級別職員数

 人 (     ) ％ （     ）

 人 (     ) ％ （     ）

 人 ( 1人 ) ％ （100％）

 人 (     ) ％ （     ）

 人 (     ) ％ （     ）

 人 (     ) ％ （     ）

 人 (     ) ％ （     ）

 人 ( 1人 ) ％ （100％）

 人 (     ) ％ （     ）

 人 (     ) ％ （     ）

 人 ( 2人 ) ％ （100％）

 人 (     ) ％ （     ）

 人 (     ) ％ （     ）

 人 (     ) ％ （     ）

 人 (     ) ％ （     ）

 人 ( 2人 ) ％ （100％）

（級別の標準的な職務内容）

区　　分
企　業　職

級 職　員　数 構　成　比

0.0

100.0

0 0.0

2級 0 0.0

計 15

6級

7級 0

令和2年1月1日現在

1級

2級

3級

5級

4級

0.0

0 0.0

3 20.0

0

40.0

4 26.7

2 13.3

6

6級 2 13.3

4級 6

0.0

計 15 100.0

　※職員数及び構成比欄の（　）内は再任用短時間勤務職員について外書き

平成31年1月1日現在

1級

7級 0

20.03級 3

40.0

5級 4 26.7

区　　分 1級 2級 3級 4級 5級 6級 7級

課長補佐
主　査

課　長
主　幹

部長
副部長

企　業　職
主　事
技　師

主　事
技　師

係　長
主　任

係　長
主　任
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(5)　定年退職及び勧奨退職に係る退職手当

(4)  期末手当・勤勉手当 （単位：月分）

支給率計

（1.175） （2.35）
本年度 5%

区　　分
支給期別支給率 職制上の段階、職務の級等による加算措置

6月 12月 3級 4･5級 6･7級

10%

（単位：月分）

一般会計の制度
（1.175） （1.175） （2.35）

5% 10% 15%
2.250 2.250 4.5

　※（　）内は再任用職員の標準的な支給率

35年勤務の者 最高限度 調整額 備　　考

24.586875 33.27075 47.709 47.709 調整月額　60月分　　支給率等

一般会計の制度
（支給率等）

区　　分 20年勤務の者 25年勤務の者

15%

前年度 5% 10% 15%
2.225 2.275 4.5

（1.175） （1.175） （2.35）

2.250 2.250 4.5

（1.175）

区　　分 一般会計との差異 差異の内容

扶養手当 同じ

24.586875 33.27075 47.709 47.709 調整月額　60月分　　

(6)　その他の手当

住居手当 同じ

通勤手当 同じ
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１．固　定　資　産

円 円 円 円

(1) 有 形 固 定 資 産

イ. 土 地 226,086,233

ロ. 建 物 439,353,429

建 物 減 価 償 却 累 計 額 △97,643,942 341,709,487

ハ. 構 築 物 11,205,840,527

構 築 物 減 価 償 却 累 計 額 △4,986,919,676 6,218,920,851

二. 機 械 及 び 装 置 1,096,192,088

機械及び装置減価償却累計額 △817,052,740 279,139,348

ホ. 車 両 運 搬 具 27,229,939

車 両 運 搬 具 減 価 償 却 累 計 額 △24,303,048 2,926,891

へ. 工 具 器 具 及 び 備 品 36,914,444

工具器具及び備品減価償却累計額 △29,746,770 7,167,674

ト. 建 設 仮 勘 定 252,645,475

有 形 固 定 資 産 合 計 7,328,595,959

令和２年度小松島市水道事業予定貸借対照表（当年度）

（令和3年3月31日）

資　　産　　の　　部
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円 円 円 円

(2) 投 資

イ. リ サ イ ク ル 預 託 金 113,555

投 資 合 計 113,555

固 定 資 産 合 計 7,328,709,514

２．流　動　資　産

(1) 現 金 預 金 333,791,445

(2) 未 収 金 123,778,130

貸 倒 引 当 金 △30,553,705 93,224,425

(3) 貯 蔵 品 21,919,769

流 動 資 産 合 計 448,935,639

資 産 合 計 7,777,645,153
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４．固　定　負　債

円 円 円 円

(1) 企 業 債 3,017,493,651

(2) 引 当 金

イ. 退 職 給 付 引 当 金 114,120,084

引 当 金 合 計 114,120,084

固 定 負 債 合 計 3,131,613,735

５．流　動　負　債

(1) 企 業 債 211,850,897

(2) 未 払 金 83,232,835

(3) 引 当 金

イ. 賞 与 引 当 金 9,080,000

ロ. そ の 他 引 当 金 1,785,000

引 当 金 合 計 10,865,000

(4) そ の 他 流 動 負 債 3,342,156

(5) 前 受 金 539,891

流 動 負 債 合 計 309,830,779

負　　債　　の　　部
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６．繰　延　収　益

円 円 円 円

(1) 長 期 前 受 金 2,096,186,996

(2) 収 益 化 累 計 額 △820,233,800

繰 延 収 益 合 計 1,275,953,196

負 債 合 計 4,717,397,710

７．資　本　金 1,262,663,546

８．剰　余　金

(1) 資 本 剰 余 金

イ. そ の 他 資 本 剰 余 金 4,147,008

資 本 剰 余 金 合 計 4,147,008

(2) 利 益 剰 余 金

イ. 当年度未処分利益剰余金 1,793,436,889

利 益 剰 余 金 合 計 1,793,436,889

剰 余 金 合 計 1,797,583,897

資 本 合 計 3,060,247,443

負 債 資 本 合 計 7,777,645,153

資　　本　　の　　部
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注記

Ⅰ 重要な会計方針に係る事項に関する注記

１ 資産の評価基準及び評価方法

（１）貯蔵品　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　先入先出法による原価法

２ 固定資産の減価償却の方法

（１）減価償却　　　　　　　　　　　　　　　　　　　定額法

（２）主な耐用年数

建物　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　24～50年

構築物　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　10～60年

機械及び装置　　　　　　　　　　　　　　　　　 8～20年

車両運搬具　　　　　　　　　　　　　　　　　 　4～ 6年

工具器具及び備品　　　　　　　　　　　　　　　 2～15年

３ 引当金の計上方法

（１）貸倒引当金

債権の不納欠損による損失に備えるため，実績率等による回収不能見込額を計上している。

（２）退職給付引当金

職員の退職手当の支給に備えるため，当事業年度末における退職手当の要支給額に相当する金額を

　　計上している。なお，一般会計等との協議に基づき，それぞれの会計での勤続年数により退職金を負

　　担することとしており，当年度末における水道事業会計在籍職員にかかる退職手当の要支給額のうち，

　　他会計が負担すると見込まれる金額39,611,156円を除き，他会計在籍職員にかかる退職手当の要支給

　　額のうち，水道事業会計が負担すると見込まれる金額17,515,563円を加えて計上している。

（３）賞与引当金

職員の期末勤勉手当の支給に備えるため，当年度末における支給見込額に基づき，当年度の負担に

　　属する額を計上している。
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（４）その他引当金

職員の期末勤勉手当に係る法定福利費の支出に備えるため，当年度末における支出見込額に基づき，

　　当年度の負担に属する額を計上している。

４ 消費税及び地方消費税の会計処理

消費税及び地方消費税の会計処理は税抜方式によっている。

Ⅱ リース契約により使用する固定資産に関する注記

１ リース取引の処理方法

（１）リース会計に係る特例措置

中小規模事業者の特例規定により，所有権移転外ファイナンス・リース取引については，通常の賃貸

　　借取引に準じた会計処理によっている。

Ⅲ その他の注記

１ 新会計基準移行に係る経過措置

（１）退職給付引当金の取崩し

　 令和2年度において,退職手当を支給するため,退職給付引当金4,661,220円を取崩す。

（２）賞与引当金の取崩し

令和2年度において,期末手当および勤勉手当を支給するため,賞与引当金8,797,630円を取崩す。

（３）その他引当金の取崩し

令和2年度において,期末手当および勤勉手当にかかる法定福利費を支出するため,法定福利引当金

1,728,345円を取崩す。
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千円 千円 千円

１．営　業　収　益

(1) 給 水 収 益 699,959

(2) 受 託 工 事 収 益 14,973

(3) そ の 他 の 営 業 収 益 774 715,706

２．営　業　費　用

(1) 原 水 及 び 浄 水 費 89,892

(2) 配 水 及 び 給 水 費 78,954

(3) 受 託 工 事 費 17,048

(4) 総 係 費 112,345

(5) 減 価 償 却 費 267,367

(6) 資 産 減 耗 費 17,547

(7) そ の 他 営 業 費 用 285 583,438

（ 営 業 利 益 ） 132,268

令和元年度小松島市水道事業予定損益計算書（前年度）

（平成31年4月1日から令和2年3月31日まで）
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千円 千円 千円

３．営　業　外　収　益

(1) 受 取 利 息 45

(2) 他 会 計 補 助 金 1,554

(3) 長 期 前 受 金 戻 入 43,901

(4) 雑 収 益 1,004 46,504

４．営　業　外　費　用

(1) 支 払 利 息 52,427

(2) 雑 支 出 10 52,437 △ 5,933

（ 経 常 利 益 ） 126,335

５．特　別　利　益

(1) 固 定 資 産 売 却 益 1,648

(2) 過 年 度 損 益 修 正 益 170

(3) そ の 他 特 別 利 益 3,768 5,586

６．特　別　損　失

(1) 過 年 度 損 益 修 正 損 180 180

（ 特 別 損 失 ） 5,406

当年度純利益（損失） 131,741

前年度繰越利益剰余金 1,573,416

当年度未処分利益剰余金 1,705,157
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１．固　定　資　産

円 円 円 円

(1) 有 形 固 定 資 産

イ. 土 地 184,086,233

ロ. 建 物 439,353,429

建 物 減 価 償 却 累 計 額 △89,675,942 349,677,487

ハ. 構 築 物 10,789,091,981

構 築 物 減 価 償 却 累 計 額 △4,761,980,676 6,027,111,305

二. 機 械 及 び 装 置 1,065,716,088

機械及び装置減価償却累計額 △779,076,740 286,639,348

ホ. 車 両 運 搬 具 27,229,939

車 両 運 搬 具 減 価 償 却 累 計 額 △23,661,048 3,568,891

へ. 工 具 器 具 及 び 備 品 36,914,444

工具器具及び備品減価償却累計額 △28,410,770 8,503,674

ト. 建 設 仮 勘 定 252,581,766

有 形 固 定 資 産 合 計 7,112,168,704

令和元年度小松島市水道事業予定貸借対照表（前年度）

（令和2年3月31日）

資　　産　　の　　部
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円 円 円 円

(2) 投 資

イ. リ サ イ ク ル 預 託 金 113,555

投 資 合 計 113,555

固 定 資 産 合 計 7,112,282,259

２．流　動　資　産

(1) 現 金 預 金 350,098,364

(2) 未 収 金 89,126,864

貸 倒 引 当 金 △24,953,705 64,173,159

(3) 貯 蔵 品 23,571,406

流 動 資 産 合 計 437,842,929

資 産 合 計 7,550,125,188
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４．固　定　負　債

円 円 円 円

(1) 企 業 債 2,949,344,757

(2) 引 当 金

イ. 退 職 給 付 引 当 金 103,207,304

引 当 金 合 計 103,207,304

固 定 負 債 合 計 3,052,552,061

５．流　動　負　債

(1) 企 業 債 207,578,791

(2) 未 払 金 54,461,175

(3) 引 当 金

イ. 賞 与 引 当 金 8,797,630

ロ. そ の 他 引 当 金 1,728,345

引 当 金 合 計 10,525,975

(4) そ の 他 流 動 負 債 3,342,156

(5) 前 受 金 539,891

流 動 負 債 合 計 276,447,988

負　　債　　の　　部
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６．繰　延　収　益

円 円 円 円

(1) 長 期 前 受 金 2,024,489,723

(2) 収 益 化 累 計 額 △775,331,800

繰 延 収 益 合 計 1,249,157,923

負 債 合 計 4,578,157,972

７．資　本　金 1,262,663,546

８．剰　余　金

(1) 資 本 剰 余 金

イ. そ の 他 資 本 剰 余 金 4,147,008

資 本 剰 余 金 合 計 4,147,008

(2) 利 益 剰 余 金

イ. 当年度未処分利益剰余金 1,705,156,662

利 益 剰 余 金 合 計 1,705,156,662

剰 余 金 合 計 1,709,303,670

資 本 合 計 2,971,967,216

負 債 資 本 合 計 7,550,125,188

資　　本　　の　　部
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注記

Ⅰ 重要な会計方針に係る事項に関する注記

１ 資産の評価基準及び評価方法

（１）貯蔵品　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　先入先出法による原価法

２ 固定資産の減価償却の方法

（１）減価償却　　　　　　　　　　　　　　　　　　　定額法

（２）主な耐用年数

建物　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　24～50年

構築物　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　10～60年

機械及び装置　　　　　　　　　　　　　　　　　 8～20年

車両運搬具　　　　　　　　　　　　　　　　　　 4～ 6年

工具器具及び備品　　　　　　　　　　　　　　　 2～15年

３ 引当金の計上方法

（１）貸倒引当金

債権の不納欠損による損失に備えるため，実績率等による回収不能見込額を計上している。

（２）退職給付引当金

職員の退職手当の支給に備えるため，当事業年度末における退職手当の要支給額に相当する金額を

　　計上している。なお，一般会計等との協議に基づき，それぞれの会計での勤続年数により退職金を負

　　担することとしており，当年度末における水道事業会計在籍職員にかかる退職手当の要支給額のうち，

　　他会計が負担すると見込まれる金額48,419,630円を除き，他会計在籍職員にかかる退職手当の要支給

　　額のうち，水道事業会計が負担すると見込まれる金額19,231,390円を加えて計上している。

（３）賞与引当金

職員の期末勤勉手当の支給に備えるため，当年度末における支給見込額に基づき，当年度の負担に

　　属する額を計上している。
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（４）その他引当金

職員の期末勤勉手当に係る法定福利費の支出に備えるため，当年度末における支出見込額に基づき，

　　当年度の負担に属する額を計上している。

４ 消費税及び地方消費税の会計処理

消費税及び地方消費税の会計処理は税抜方式によっている。

Ⅱ リース契約により使用する固定資産に関する注記

１ リース取引の処理方法

（１）リース会計に係る特例措置

中小規模事業者の特例規定により，所有権移転外ファイナンス・リース取引については，通常の賃貸

　　借取引に準じた会計処理によっている。

（２）所有権移転外ファイナンス・リース取引に係る未経過リース料相当額

1,814,280円（税抜）

Ⅲ その他の注記

１ 新会計基準移行に係る経過措置

（１）退職給付引当金の取崩し

　 令和元年度において,退職手当を支給するため、退職給付引当金2,443,104円を取崩す。

（２）賞与引当金の取崩し

令和元年度において,期末手当および勤勉手当を支給するため,賞与引当金7,977,816円を取崩す。

（３）その他引当金の取崩し

令和元年度において,期末手当および勤勉手当にかかる法定福利費を支出するため,法定福利引当金

1,559,765円を取崩す。

― 43 ―


